技術・家庭科学習指導案
１　題材名　「身近な消費生活と環境」
２　題材の捉え
　　学習指導要領に示された本題材の指導内容は，以下のとおりである。

	（１）家庭生活と消費について，次の事項を指導する。
　ア　自分や家族の消費生活に関心を持ち，消費者の基本的な権利と責任について理解すること。

　イ　販売方法の特徴について知り，生活に必要な物資・サービスの適切な選択，購入及び活用が

できること。


　　本題材では，持続可能な社会の構築の視点から，社会において主体的に生きる消費者を育む視点を重視し，小・中学校の系統性が図られている。小学校では，物や金銭の使い方と買い物などの学習を通して，物の選び方や買い方に関する基礎的・基本的な知識及び技能を身に付けるとともに，計画的な使い方を考え購入できる能力や実践的な態度を育てることとしている。中学校では，小学校の学習を踏まえ家庭生活における消費の重要性に気付き，消費者の権利と責任について理解を深めるとともに，物資・サービスの適切な選択，購入及び活用ができるようにすることをねらいとしている。また，「Ａ家族・家庭と子どもの成長」では，第１ユニットの「家族の一員としての私を見つめて」の家庭生活を安定させる収入に関することや「Ｂ食生活と自立」や「Ｃ衣生活・住生活と自立」の購入など消費生活にかかわる学習と関連を図っている。
　　現在は様々な商品やサービスに囲まれ，手軽に物資やサービスの購入をすることができる便利さの中で育ち，産地偽装など安全面のトラブルや携帯電話の通信ゲームを利用したサービスの購入にかかわるトラブルに巻き込まれる事例も多くなっている。それゆえ，物資やサービスの購入時には様々な情報の中から，本当に必要かどうか考え，自分自身で適切に選択する力を身に付ける必要がある。また，商品のトラブルに出会った時に，「自分の使い方が悪いから仕方がない。」「自分さえ我慢すればよい。」「店の人に悪く思われるから言えない。」などの意識がはたらき，店やメーカーに伝えることに対して抵抗がある。しかし，その体裁にとらわれた行為が新たな被害を生み出していることには気付いていない。そのため，消費者の一人として意見を相手にきちんと伝えることが，自分自身の為だけではなく消費生活における社会全体をよりよくすることにつながるとともに消費者としての責任であることに気付かせたい。そして消費市民の一人として適切な行動をする意識を高め，今後の消費行動に生かす実践力につなげたい。そこで「消費者として消費生活をよりよくするためには，どうしたらよいだろう」という題材を貫く課題を設定し，「消費生活の見直し」「購入方法の特徴」「商品・サービスの選択」「支払いの特徴」「買物のトラブル」「消費者の権利と責任」の6時間で構成した。　
　　題材における単位時間の役割は，全６時間のうち，販売方法や支払いの仕組みや消費者としての権利と責任について理解する「知識・理解」が３時間，消費生活を振り返り今後の見通しをもつ「関心・意欲・態度」の時間が１時間，買物のトラブルに遭わないための今後の消費行動を考える「工夫・創造」の時間が１時間，無形であるサービスの購入を選択することができるようになるための情報収集や整理や比較・検討することができる「技能」の時間が１時間と設定し，消費者としての自覚を高め，主体的により豊かな生活を求める力を培っていきたいと考える。
３  生徒の実態
（１）問題の意図と教材のかかわり
　　身近な消費生活と環境の授業を行うにあたり，生徒に事前調査（複数回答可）を実施したところ，次のような実態が明らかになった。
	① 商品の購入をした経験は29名全ての生徒にある。→第１時「消費生活の見直し」
② 商品の購入時の留意点は価格が25名，色18名，使いやすさ16名，品質13名，形12名，産地
5名である。→第３時「商品・サービスの選択」
③ 商品の購入時の情報入手の仕方は，テレビＣＭ20名，友達18名，広告・チラシ16名，雑誌12
名，家族8名，店員4名，新聞2名，インターネット2名である。
→第３時「商品・サービスの選択」

④　サービスとは値引率や商品を増やすことなど売り手が客を喜ばすことだと考えている。

→第３時「商品・サービスの選択」
⑤ 商品の説明書を読まない生徒は16名いる。→第５時「買物のトラブル」

⑥ 買物をして失敗した経験がある生徒は15名いる。また，12名の生徒は何の対処もしていない。家族や店の人に相談したり，対処をしてもらったりして，実際に行動できた生徒は3名である。

　 →第６時「消費者の権利と責任」


　
以上の実態から,学級全体として以下のことが考えられる。
	① 消費行動が生活の中で位置付いている。

② 物資の購入の場合，実物を見たり表示をみたりして自分で確認してから購入している。その中でも価格を重視し，選択の決め手としている。

③ テレビの宣伝や広告や雑誌など視覚からの情報や友達や店員など人に聞いている。

④ サービスの購入についての正しい意味を理解していない。
⑤ 商品の説明書を大変だからという理由で半数以上の生徒が読まない。これが契約などでの消費行動のトラブルの原因となることも推測される。

⑥ 買物時でのトラブルに遭遇した場合に対処をしないことから，消費者としての権利と責任を果たしていない。


（２）予想される生徒のつまずき
こうした生徒の実態をふまえ，本題材で予想されるつまずきを以下のように捉えた。
	・支出を減らす方法が思いつかない。（第１時）
・購入方法や支払い方法の長所，短所が見付けられず，理解できない。（第２時，第４時）
・無形であるサービスを購入するときの選択の視点が分からない。（第３時）
・消費者トラブルにあわないための方途が見付けられない。（第５時）
・消費者の権利や責任と生活とのかかわりが十分理解できない。(第６時)


　
（３）個の実態分析（抽出生２名・・・本時にかかわる事前調査で対処しないと答えたもの）
	Ａさん

<実態調査の回答>

①　買物が好きであり，小遣いをもらい，自分で漫画や文房具を購入することが多い。

②　物資の購入の視点は，価格である。
③　テレビや家族や友達から情報を得ている。

④　サービスとは割引のことで　時間や季節によって値段が安くなることだと考えている。

⑤　商品についてくる説明書は大変だからという理由で読まない。

⑥　買ったものが想像したよりも品質が悪かったという買物のトラブルを経験している。しかし，わざわざ店に行くのが大変だからという理由で何の対処もしなかった。

<実態分析>

消費行動が生活の中で位置付いており，物資の購入する時は視点をもって，家族に相談をして商

品を選ぶことから，情報収集や比較・検討する技能を身に付けている。しかし，サービスの購入の意味を理解していなかったことから，正しい知識が不足している。また，商品の説明書を読まないことや商品のトラブルがあっても大変だからという自分本位の考え方で対処しなかったことから，消費者としての権利と責任と生活とのかかわりを理解していないことが考えられる。


	Ｂさん

<実態調査の回答>

① 買物が好きであり，小遣いをもらい自分で雑誌，文房具を購入することが多い。

② 物資の購入の視点は，価格，色，使いやすさ、品質である。
③ 雑誌、テレビ、友達から情報を入手し，相談せず購入している。

④ サービスとは値引きやおまけのことだと考えている。

⑤ 商品についてくる説明書は難しいや身近な人が読んでくれるからという理由で読まない。

⑥ １００円で買ったものがすぐ壊れた経験をしたが、値段が安いからという理由でそのままにして何の対処もしなかった。

	<実態分析>

消費行動が生活の中で位置付いている。物資の購入する時には，使いやすさや品質と価格を重要視し，相談もせず自分で決め購入するので商品を間違えることになる。情報収集や比較・検討する技能がやや不足している。また，商品の説明書を読まないことや,商品のトラブルがあっても値段が安いからという理由で対処しなかったことから，消費者としての権利と責任と生活とのかかわりを理解していないことや,行動力が弱いことが考えられる。


　Ａさんについては，本時の「考えをもつ場」で購入してから時間が経過しているため対処しても仕方がないという考えが予想される。そのため，全体交流の場や保護者や消費生活センターの方の話から，他に使う人のことを考えるからこそ，自分から行動することの重要性に気付かせ，見方や考え方を広げたい。

　Ｂさんについては，「考えをもつ場」で根拠を明らかにした自分の意見をもち，全体交流の場でなぜ放置してはいけないのかという根拠を明らかにし，消費生活センターや保護者からの話から相談することの重要性に気付かせ，自分から活動する消費行動へとつなげたい。

４　実践内容と本時とのかかわり
　　実践内容２「生徒一人一人が確かな学力の定着を実感する単位時間の授業づくり」
（１）単位時間の役割と個の実態を基にした指導過程の工夫
　　本時は商品のトラブルについて考えることを通して，消費者の基本的な権利と責任，消費者基本法の趣旨について理解し，これからの消費行動について考える「知識・理解」の授業である。消費者としてよりよい商品になるよう企業に商品についての意見を述べることや自分から行動することが，企業や自分たちの双方にとって幸せにつながることであることを理解させたい。
　　本時は，「知識・理解」の授業であるため，単位時間の指導過程に「願いをもち課題をつかむ場」「考えをもつ場」「実践的・体験的な学習を通して解決する場」「見方・考え方を整理する場」「生活に
　つなげる場」の５つの場を設けた。

■「願いをもち課題をつかむ場」では，前時までの悪質商法とは違うものであることを明確にした上で，商品トラブルの事例を提示し事例を把握させる。

■「考えをもつ場」では，仲間の意見も参考にしながら，自分の意見の根拠を明らかに，どのように対処するのか立場をはっきりさせる。

■「実践的・体験的な学習を通して解決する場」では，まずは消費行動にもつながっていく自分の
意見をはっきり伝える班交流を行う。その後根拠を明らかにした全体交流を行うことで，多様な見方・考え方を知る。「子どもの安全を考えている」という親としての立場の意見を聞くことで，新たな見方を広げる。
■「見方・考え方を整理する場」では，消費生活センターの方の話を聞く。意見を伝えることの重要性と消費者としての権利と責任を果たすことであることにも気付かせたい。そして，実際に意見を企業に伝えたことでよりよく変わった商品を紹介し，消費者としての責任を果たす行動のよさを実感させたい。
■「生活につなげる場」では，教科書で消費者としての権利と責任を確認し，どの権利を行使しているのか，どんな責任を果たしているか確認し，「お客様のカード」の利用や「店やメーカーに電話する。」などこれからの消費行動について学習ノートに自己の考えをまとめたい。
（２）本時の学習課題を達成したことを実感できる評価の工夫
　　「生活につなげる場」では学習プリントに学習の振り返りを記述する。そこで，自己評価の中で単位時間における自己の変容に気付き，仲間や保護者や消費生活センターの方の話から学習がより深まると考えられる。そして，自分から行動しようという思いを価値付けていきたい。
　　振り返りにおいて以下のような生徒の意識に変容するとよい。

	初めは，自分が納得して購入したから壊れても仕方がないと思っていたけど，保護者の方の「自分の子や他の子が同じ思いをしないためにもきちんと話す」という意見を聞いて，他の人が被害に遭わないためにトラブルをきちんと話すことは大切だということが分かった。消費生活センターの方の「消費者の声でよりよくなった商品の話」を聞いて，消費者としての責任を果たすことが社会全体の幸せにつながっていくことが分かった。だから，私も店やメーカーにきちんと伝えることで消費者としての責任を果たす行動をしたい。


５　本時のねらい
　商品トラブルについての対応を考えることを通して，今後の被害防止のために事業者に伝えることが消費者としての権利と責任であることを理解し，これからの消費行動について考えることができる。
６　本時の評価規準
消費者の基本的な権利と責任，消費者基本法の趣旨について理解している。（知識・理解）
≪評価方法≫　ワークシート
	学習内容
	主　な　学　習　活　動
	予想されるつまずきと指導・援助

	願いを
もち，
課題を
つかむ場

	◇前時の授業を振り返る。
・クーリングオフ制度は，業者に無理矢理売りつけられたり，買わされたりしたときに使うことができる。
◇商品トラブルの事例を確認する。
・安くなっていた自転車を購入した。試乗して，保証期間も確認し，納得した上で購入。使用前に壊れていたので修理してもらう。しかし，１０回乗ったら，サドルの下の部分が壊れた。


	・前時を想起し，クーリングオ
フ制度が適用される時の条件を確認する。
◎悪質商法との違いが理解できない。
○自分が納得して買ったことを押さえる。
●自分が納得して買ったものは，悪質商法とは違うことを説明する。

	考えを

もつ場

	◇仲間の意見を聞き，自分の考えの根拠を明らかにする。

・自分の乗り方が悪かったから，このまま黙って同じ商品を買い直す。
・また壊れるのは嫌だから，黙って違う商品を買い直す。
・保証期間内でもったいないから修理してもらう。
・店の人に壊れたことを話して，同じ商品を交換してもらう。
・店の人に話して同じ商品だと心配だから違う商品を買う。
	◎自分の考えに根拠がもてない。
○仲間の意見を参考にするよう助言する。
●自分の立場を決定させ，なぜそう思ったのか問い返し個別指導をする。

	実践的・体験的な学習の場

	◇班で交流した後，全体交流をして多様な見方を知る。
・店の人に伝える→交換する（新品，同じ）　修理する　
・店の人に伝えない。
◇保護者の考え方を知る。
・子どもに怪我をしてほしくないから，同じ商品は怖くて買えない。
・保証期間だから，子どもが安全に乗れるように修理する。
・他の人が被害に遭わないためにきちんと店の人に話して別の商品
を買う。
	・自分の体裁にかかわる行為の
意見に対し，伝えないことによる今後の予測について問い返し，被害が拡大する可能性があることに気付かせる。
・怪我をしないようにという子
どもを思う親の立場の見方を
押さえる。

	見方・

考え方を整理する場

	◇消費生活センターの方から，消費者の権利と責任について学ぶ。
・今後の被害を防止するために，トラブルに遭ったことを事業者に伝える行為は，商品を購入した消費者の権利であり責任でもある。
・身の回りには，消費者の声が反映された商品がある。
・消費者の声に耳を傾ける企業を選び，購入することも消費者の権利
である。

	◎消費者の権利や責任と生活とのかかわりが十分理解できない。
○消費者の意見がどのように生活に反映されているか，具体例を示す。

●消費者の意見を反映して改善された商品と改善される前の商品を比べる。

	生活につなげる場
	◇本時のまとめをする。

◇今後の消費者としての責任を果たす消費行動について理解を深める。
	・教科書で消費者としての権利と責任のうちどの権利と責任を果たしているか確認する。

・具体的な消費行動を提示し，消費者としての行動に意欲をもつ。


学　級　１年３　組


場　所　被服室


授業者　石田　幸子





商品トラブルにあったときには，どのような対応をするとよいのだろう。





初めは，自分が納得して購入したから壊れても仕方がないと思っていたけど，保護者の方の「自分の子や他の子が同じ思いをしないためにもきちんと話す」という意見を聞いて，他の人が被害に遭わないためにトラブルをきちんと話すことは大切だということが分かった。消費生活センターの方の「消費者の声でよりよくなった商品の話」を聞いて，消費者としての責任を果たすことが社会全体の幸せにつながっていくことが分かった。だから，私も店やメーカーにきちんと伝えることで消費者としての責任を果たす行動をしたい。








- 技・家　5-


